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◎ 実習概要 

エンド・オブ・ライフ期にある患者さん、ご家族と接し、生と死について考え、

学生間での意見を共有することで緩和ケア病棟における患者さん、ご家族の理解

を深めることを目指す。 

 

◎ 各診療科における到達すべき学修成果（アウトカム） 

（臨床実習の授業概要「到達目標（アウトカム）」に準拠する） 

 

・緩和ケアの概念と基本的知識を理解することができる。 

・患者さん、ご家族の痛み、苦しみ、悩みを含め、患者、家族の思いを受容、傾

聴、共感できる姿勢をもつことができ、医療人として適切なコミュニケーショ

ンをとることができる。 

・患者さん、ご家族の思いから学んだことを表出し、ディスカッションすること

ができる。 

 



◎ 準備学修ならびに事後学修に要する時間 

・緩和ケアの概念と基本知識を予習しておくこと（2時間） 

・コミュニケーション技術を復習しておくこと（2時間） 

 

◎ 評価方法 

態度について A、Bで評価。評価基準をルーブリックで明示。 

 

緩和ケア病棟という環境を理解し、患者さんおよびご家族の想いを受け止める。

そのために以下に基づき態度面を評価する。 

 

 A（3点） B（2点） 

態度 

適切な言葉遣いや礼儀正しい態

度で患者、家族に接することが

できる。 

適切な言葉遣い、身だしなみな

どの態度で患者、家族に接する

ことができていない。 

 

◎ 中間評価とフィードバック 

  実施しない。 

 

◎ 注意事項 

＜日程、集合時間および場所＞ 

・日程、集合時間等は別途通知する。 

・実習施設までの交通手段として自家用車を使用する場合、その利用に伴う事故や

トラブルについては、大学および実習施設は責任を負わない。各自の責任におい

て十分注意すること。 

 

＜持参物・身だしなみ＞ 

・名札着用（必須） 

・服装については実習施設の取り決めを確認し、遵守すること。 

※ケーシー型着衣の場合は、しわや汚れがないこと。 

※私服が許可されている場合は、「常識の範囲内」で「清楚」であること。 

ビジネスカジュアルを参考にすること。 

・実習にご協力いただく患者さんやご家族だけでなく、実習を受け入れていただい

た施設職員にも不快感を与えない服装を心がけること。 

※ 無地で襟付きのシャツ等を着用すること。 

※ デニム素材、スウェット、ショートパンツ、サンダル等は禁止。 



 

＜実習時の留意事項＞ 

・死期のせまった患者さんであるため、言動には細心の注意を払うこと。 

ご家族に対しても同様である。 

・患者さんが精神的に不安定、医療に対する不満、死への恐怖などを訴えられる 

場合もあり得るが、医療者として受け止めること。 

・患者さん、ご家族との口論、トラブルは厳禁である。 

・お話しいただいた内容は当日のグループディスカッション以外では口外せず、 

守秘義務は厳格に守ること。 

・身だしなみに注意すること。特に、化粧品などのにおいに敏感になっている患者

さんもいらっしゃるため、過度な香りのする物は使用しないこと。 

・忘れ物（名札）、身だしなみ不良、態度不良、遅刻、無断欠席は実習中止とする。 

・患者さんの状態によっては、実習ができない場合もある。 

 




